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審 査 結 果 の 要 旨 
 
１．研究の継続性と研究方法の適格性 
田中安平氏は,1976年 3月,鹿児島大学を卒業後,老人ホームに勤務し,その後は佛教大学
社会学部社会福祉学科を卒業,その間,社会福祉士や介護福祉士等の国家資格を取得してい
る.長期にわたる老人ホームや病院の勤務の過程で,介護問題の研究を重ね,それが評価さ
れて,本学の介護コースの設置に伴い,2001年 4月鹿児島国際大学福祉社会学部社会福祉学
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科準教授として採用された.2009年 4月同教授になり,介護給付費審査委員会委員・審査部
会員等を歴任している.氏は修士課程を修了してないが．2012年 4月,鹿児島国際大学学則
第 19条により．「修士の学位を有する者と同等以上の学力があると本研究化が認めた者」
に該当するとされ．福祉社会学研究科博士後期課程に飛び級入学が認められた．研究テー
マは一貫しており,学会における研究活動も精力的に行い,本研究科が求めている査読付き
論文 2本以上という要件もクリアしている. 
 
２.本論文の研究方法・完成度 
本論文では介護福祉の専門家である介護福祉士に求められる専門性を明らかにすること
を試みている.まずは,「介護福祉援助技術」の存在の必要性と,構造の図式化を行い,介護
福祉の専門家を養成するには,4 年間の養成期間が必要であること,カウンセリングマイン
ドのベクトルの方向性の違いに専門性の差異があることを論じ,併せて,この差異がどこか
ら生じるのか,またどのように生じるのかについて,自らが関わった事案を具体的に例示し
ながら分析している.また,カウンセリングマインドをケアワーカー自身に向けなければ,
真の意味の利用者主体を実践することはできないことも証明・論述している.以上の点から．
本研究の目的が明確で,完成度も高い．自らの長い間の実践をもとに介護の専門性を明らか
にしようとするものであり,自らの主張の客観的データーや考察・評価はやや不足している
が,カウンセリングマインドの有効性について,事例をもとに独自の視点で検証している点
は評価したい. 
 
３．本論文の特徴と課題 
本研究は,研究目的が明確で,自らの長い間の実践をもとに介護の専門性を明らかにしよ 
うとする点に特徴がある．自らの主張の客観的データーや考察・評価はやや不足している
が,カウンセリングマインドの有効性について,事例をもとに独自の視点で検証している点
は評価したい.しかし．本研究が長い間の実践活動を踏まえた研究であるとしても,本研究
の仮説を一般化するためにはさらなる研究の積み重ねが必要であろう.  
 
４．論文の審査結果 
本論文は．申請者の長年にわたる豊富な現場経験と,上記の独自性および実践性を考慮す
れば,本研究の意義は大きく,社会福祉の学問領域の発展に貢献する学術的意義を有してい
ると評することができる.本論文は介護の専門性の研究に有意な示唆を与え，また．著者自
身が研究者として自立し活躍できる能力を有していることについても評価された．よって．
審査委員会は全会一致で博士（社会福祉学）の学位を授与することが適当であると判断し
た． 
 
